
　学校生活の始まりに胸を躍らす園児たち。かわいい下級生の入学を待ちわびる１年生。入学体験では、
１年生がお世話役となって学校の楽しさを教えてあげました。少し大きめの勉強机で工作を楽しむ子ども
たちの希望に満ちた初々しい笑顔に、新しい春の訪れが待ち遠しく感じます。（２月16日：横見小学校にて）
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戦
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
容
し
ま
し
た
。
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し
、
バ
ス
会
社
は
赤
字

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
路
線
廃
止
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
公
共
交
通
空
白
地
が
多
く
存
在
す
る
阿
南
市
で
は
、
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る

高
齢
者
な
ど
の
足
の
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
阿
南
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
は
、
平
成
21
年
３
月

に
地
域
公
共
交
通
の
活
性
を
図
る
た
め
の
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

策
定
し
、
循
環
バ
ス
の
実
証
実
験
の
調
査
・
検
証
を
通
じ
て
公
共
交
通
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
利
用
な
く
し
て
存
続
な
し
」
と
も
い
わ
れ
る
地
域
公
共
交
通
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
大
き
な
意
味
で
交
通
を
と
ら
え
る

と
、
陸
・
海
・
空
の
各
交
通
網
か
ら
な
る
全
体
的

な
交
通
網
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
あ

る
い
は
地
域
に
目
を
向
け
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
交

通
手
段
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
を
交
通
と
示
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
都
市
あ
る
い
は
地
域

に
は
「
自
転
車
」「
バ
ス
」「
鉄
道
」
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
手
段
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
都
市
あ
る

い
は
地
域
の
特
性
・
実
情
に
合
わ
せ
て
適
切
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
交
通
体
系
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
共
交
通
機
関
と
自
動
車
の
利
用
割
合

に
つ
い
て
着
目
し
た
場
合
、
首
都
圏
な
ど
の
日
本

三
大
都
市
圏
は
公
共
交
通
利
用
率
が
高
く
自
動
車

利
用
割
合
が
低
い
の
に
対
し
、
地
方
都
市
は
公
共

交
通
利
用
率
が
低
く
自
動
車
利
用
率
は
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、

・
都
市
圏
で
は
公
共
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
る

が
、
地
方
都
市
で
は
未
発
達
で
あ
る
。

・
都
市
圏
は
交
通
渋
滞
が
激
し
く
、
駐
車
料
金
が

高
い
な
ど
の
理
由
で
自
発
的
に
自
動
車
利
用
が

抑
制
さ
れ
る
。

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
都
市
圏
で
は
公
共
交
通

よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

【
特
集
】

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る

な
ぜ
、

公
共
交
通
は
必
要
な
の
か 阿南市地域公共交通協議会

委員　加藤 研二 さん
（阿南工業高等専門学校）
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自家用自動車　46.9％　
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を
利
用
す
る
こ
と
が
自
動
車
を
保
有
す
る
こ
と
よ

り
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
地
方
都
市
で
は
そ
の

逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、「
社

会
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
存
在
を
考
え
、
解
決
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
と

は
「
長
期
的
に
は
公
共
的
な
利
益
が
低
下
す
る
が
、

短
期
的
な
自
分
の
利
益
を
増
進
さ
せ
る
行
為
」
と

「
自
分
の
利
益
は
低
下
す
る
が
公
共
的
な
利
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
行
為
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
状
況
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
問
題
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
の
こ
と
で
す
。

　
「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
考
え
を
地
方
の
公
共

交
通
問
題
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、「
環
境
面
や

安
全
性
を
考
え
る
と
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
方

が
良
い
と
思
う
が
、
少
し
の
渋
滞
を
辛
抱
し
て
で

も
、
や
は
り
自
動
車
が
便
利
で
快
適
で
あ
る
と
考

え
て
し
ま
う
。
結
果
的
に
自
動
車
で
の
移
動
を
選

択
す
る
方
が
多
く
な
り
→
公
共
交
通
の
利
用
者
が

減
少
→
赤
字
路
線
拡
大
→
赤
字
路
線
の
撤
退
→
利

便
性
の
低
下
→
利
用
者
の
減
少
」
と
い
う
形
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
種
々
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
な

ぜ
、
地
域
公
共
交
通
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
「
公
共
交
通
」
を
道
路
・
上
下
水
道
な

ど
の
「
社
会
基
盤
」
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
み
る

と
、「
自
動
車
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

住
民
に
お
い
て
「
公
共
交
通
」
は
重
要
な
移
動
手

段
で
、
重
要
な
「
社
会
基
盤
」
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の

充
実
は
、「
に
ぎ
わ
い
」「
環
境
」
な
ど
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
解
消
に
つ
い

て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
が
さ

ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
き
く
２
つ

の
方
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
が
「
バ
ス
の
運
行
本
数
、
料
金
な
ど
の
環

境
的
要
因
を
変
え
る
方
法
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ

が
「
行
動
を
決
め
て
い
る
責
任
感
・
態
度
・
良
心

な
ど
の
心
理
的
な
要
因
に
働
き
か
け
る
方
法
」
で

す
。
今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
主
に
環
境
的
な
要

因
を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
心
理
的

な
要
因
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
地
域
の
公
共
交
通
は
民
間
の
交
通
事

業
者
が
中
心
と
な
り
支
え
て
き
ま
し
た
が
、
自
治

体
・
住
民
が
積
極
的
に
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
実
証
実
験
を
よ
い
機
会
と
し
て
自
治
体
・
住

民
が
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
公

共
交
通
を
「
上
手
」
に
利
用
す
る
方
法
を
考
え
る

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方
が
こ
れ
か
ら
の
「
地

域
公
共
交
通
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

地域公共交通
の充実

にぎわいある
まちづくり
に貢献

環境負荷を軽減
するまちづくり

に貢献

地域の一体性を強
化するまちづくり

に貢献

地域の安全を
高めるまちづくり

に貢献

高齢者や障害者に
優しいまちづくり

に貢献

暮らしやすい
まちづくり
に貢献

出
典
：
地
域
公
共
交
通
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
（
国
土
交
通
省
自
動
車
交
通
局
）

輸送機関分担率

出典：四国の公共交通（国土交通省四国運輸局）
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市
の
施
策

　

全
国
各
地
で
公
共
交
通
と
呼
ば
れ
る
鉄
道
や

路
線
バ
ス
、
旅
客
船
航
路
は
、
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
化
や
車
社
会
の
進
展
等
に
よ
り
、
運
行

事
業
者
単
独
で
の
運
営
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
60
年
８
月
に
廃
止
さ
れ
た

加
茂
谷
、
長
生
、
大
潟
、
淡
島
方
面
へ
の
路
線

バ
ス
お
よ
び
、
平
成
16
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
た

椿
、
新
野
方
面
へ
の
路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た

め
、
運
行
事
業
者
に
対
し
て
財
政
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、伊
島
連
絡
船
航
路
や
徳
島
・

阿
南
・
那
賀
間
を
結
ぶ
地
方
バ
ス
路
線
の
運
行

事
業
者
に
対
し
て
も
財
政
支
援
を
行
い
、
市
民

生
活
の
足
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
利
用
者
に
対
し
て
は
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
（
所
得
制
限
あ
り
）
を
対
象
に
特
定
福

祉
回
数
乗
車
（
船
）
券
を
交
付
す
る
な
ど
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
数
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
地
域
公
共
交
通
の
お
か
れ
た
状

況
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。　

阿
南
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
の
取
組

　

平
成
20
年
８
月
に
設
置
し
た
阿
南
市
地
域
公

共
交
通
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」）
で
は
、

安
全
・
安
心
で
快
適
な
地
域
公
共
交
通
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
阿
南
市
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
を
策
定
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
性

化
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
11
月
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
行

っ
た
循
環
バ
ス
実
証
運
行
で
は
、
運
行
計
画

の
見
直
し
等
に
よ
り
利
用
者
数
が
増
加
す
る

と
い
う
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
足
と
し
て
定
着
さ

せ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
取
組
の
強
化
が

必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
実
証
運
行
期
間
中
に
行
っ
た

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
、

利
用
実
態
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
た

な
課
題
点
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
運
行
計
画
の
見
直
し

　

実
証
運
行
を
開
始
し
て
３
カ
月
後
の
平
成

22
年
１
月
、
阿
南
共
栄
病
院
玄
関
前
か
ら
の

乗
車
が
可
能
と
な
り
、
利
便
性
が
向
上
し
ま

し
た
。
同
年
10
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
中
島
駅
お

よ
び
羽
ノ
浦
町
宮
倉
を
新
た
に
経
由
し
、
平

成
23
年
11
月
か
ら
は
、
辰
巳
工
業
団
地
の
バ

ス
停
を
廃
止
し
て
春
日
野
団
地
を
経
由
す
る

路
線
へ
と
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
■
利
用
者
数
の
推
移

　

こ
う
し
た
運
行
計
画
の
見
直
し
は
、
利
用

者
数
の
伸
び
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

循
環
バ
ス
一
カ
月
当
た
り
の
平
均
乗
車
人

員
は
、
平
成
21
年
度
が
４
８
４
人
、
平
成
22

年
度
が
６
５
９
人
、
平
成
23
年
度
が
７
７
４

人
と
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
バ
ス
を
必
要
と

す
る
人
に
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
利
用
増
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
の
現
状
と
取
組

実
証
運
行
か
ら
市
民
ニ
ー
ズ
と
課
題
点
を
探
る

　

な
か
で
も
、
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

だ
の
が
公
共
交
通
空
白
地
の
解
消
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
居
住
地
が
市
街
地
以

外
に
市
全
体
に
分
散
し
て
広
が
り
、
鉄
道
や

路
線
バ
ス
の
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
の
不
便

な
地
域
が
多
く
、
こ
う
し
た
地
域
で
車
を
利

用
で
き
な
い
方
に
対
す
る
生
活
の
足
の
確
保

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
空
白
地
を
解
消

す
る
た
め
、
平
成
21
年
11
月
か
ら
阿
南
駅
を

中
心
に
市
内
北
部
エ
リ
ア
を
循
環
す
る
路
線

バ
ス
を
導
入
し
、
実
証
運
行
を
実
施
。
ま
た
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
新
野
方
面
へ
の
路
線
を

一
部
見
直
し
、「
西
光
寺
」
を
経
由
し
て
「
喜

来
」
ま
で
運
行
す
る
路
線
を
新
設
す
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

【
取
り
組
む
べ
き
主
な
課
題
】

・
新
規
バ
ス
路
線
の
実
証
運
行

・
需
要
に
応
じ
た
運
行
方
式
の
導
入

・
乗
り
や
す
い
低
床
バ
ス
の
導
入

・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
バ
ス
路
線
の

再
編

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

・
公
共
交
通
の
利
用
と
乗
換
情
報
の
強
化
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
の
導
入

・
商
業
者
等
と
連
携
し
た
利
用
促
進
の
企

画
実
施

・
市
民
参
加
型
円
卓
会
議
の
設
置

・
自
家
用
有
償
運
送
の
啓
発
・
導
入
支
援

・
運
転
免
許
返
納
者
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

0
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800
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実証運行期間の乗車人員の推移
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70歳代
65.4％

無職  46.2％週に２～３回
42.3％

通院  38.0％

その他  8.0％

趣味・娯楽
13.0％

週１回程度
23.1％

買い物
31.0％

ほぼ毎日
19.2％

月に２～３回  7.7％

60歳代
26.9％

専業主婦
30.8％

自営業（農業・
商工業等）7.7％

通勤・通学
2.0％年に数回  3.8％

不明  3.8％
年１回程度  0.0％

不明  3.0％

業務  5.0％ 会社員等勤め人  7.7％

不明
7.7％

学生  0.0％

 50歳代  3.8％ 40歳代  3.8％

月１回程度  0.0％

凡　例

徳島バス
徳島バス阿南

阿波福井駅

新野駅

桑野駅

阿波橘駅

見能林駅

阿南駅

阿波中島駅

西原駅

羽ノ浦駅

■
利
用
状
況

　
「
循
環
バ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

で
は
、
循
環
バ
ス
の
利
用
者
の
約
６
割
が
女

性
で
、
全
体
の
９
割
以
上
が
60
歳
以
上
の
高

齢
者
で
し
た
。
職
業
は
、「
無
職
」ま
た
は「
専

業
主
婦
」
が
約
８
割
で
、
７
割
近
く
の
方
が

「
通
院
」
や
「
買
い
物
」
を
目
的
に
バ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
利
用
実
態
は
「
週

に
２
〜
３
回
」
が
最
も
多
く
、
病
院
や
商
業

施
設
等
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
バ
ス
利
用
者
」
は
運
賃
よ
り
利

便
性
の
向
上
を
求
め
、「
未
利
用
者
」
は
利

便
性
よ
り
運
賃
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

■
課
題
点
と
今
後
の
取
組

　

実
証
運
行
で
は
、
循
環
バ
ス
が
「
市
民
の

足
」
と
し
て
徐
々
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
バ
ス
利
用
者
の
利
用
率
向
上
と

未
利
用
者
へ
の
乗
車
意
欲
の
向
上
を
同
時
に

進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
一
足
飛
び
に
い
か

な
い
の
が
現
状
で
、
非
常
に
難
し
い
課
題
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
得

ら
れ
た
「
女
性
」「
高
齢
者
」「
通
院
・
買
い

物
」
が
解
決
へ
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
も
、
循
環
バ
ス
無
料
乗
車
の
実
施
な

ど
に
よ
る
啓
発
活
動
や
、
商
業
施
設
と
の
割

引
制
度
の
導
入
な
ど
を
通
じ
て
、
本
市
に
最

も
適
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
、
持
続
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

阿南市公共交通路線（航路）図

【 利用実態 】 【 年 齢 】【 職 業 】【 目 的 】

「循環バスに関するアンケート調査」

・徳島バス
・徳島バス阿南
・伊島連絡船
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生
活
交
通
の
ほ
と
ん
ど
を
自
家
用
車
で
賄

う
こ
と
が
で
き
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
の
波
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
、
真
剣
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
多
く
の
自

治
体
で
は
、
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
て
ル
ー

ト
や
時
間
を
変
え
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
バ

ス
や
、
タ
ク
シ
ー
、
ワ
ゴ
ン
車
な
ど
を
活
用

し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
地
理
的
条
件
や

人
口
、
運
行
経
費
な
ど
の
点
を
考
慮
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

離
島
を
有
す
る
自
治
体
で
も
、
島
民
の
生
活

を
支
え
る
海
の
道
と
し
て
連
絡
船
が
利
用
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
交
流
事
業
や
観
光

事
業
な
ど
を
通
じ
て
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
地
域
公
共
交
通
が
い
っ
そ
う

必
要
と
さ
れ
る
時
代
が
訪
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
一
方
で
、
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
交
通

事
業
者
の
経
営
悪
化
を
ど
う
食
い
止
め
る
か
、

課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
26
・
49
％
（
１
月
末

現
在
）
で
、
４
年
後
の
平
成
28
年
に
は
30
％

台
に
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
地
域
公
共
交
通

を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

様
の
理
解
と
応
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
民

一
人
一
人
が
公
共
交
通
を
意
識
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
阿
南
市
の
交
通
体

系
を
維
持
・
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
未
来

に
受
け
継
い
で
い
け
る
の
で
す
。

　

地
域
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
公
共
交
通

と
は
何
か

−
−。

こ
れ
か
ら
も
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
模
索
が
続
き
ま
す
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
所
す
る
わ
が

子
の
こ
と
を
思
い
、阿
南
市
と
の
合
併
時
に「
那

賀
川
町
に
路
線
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
。
私
自
身
も
３
年
前
に
頭
部
を

手
術
し
、
車
の
運
転
が
で
き
な
い
不
自
由
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ

　

日
ご
ろ
は
、
路
線
バ
ス
事
業
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
た
、
阿
南
市
一
円
に
お

い
て
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
身

近
な
公
共
交
通
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
阿
南
バ
ス
に

身
を
も
っ
て
感
じ
た

路
線
バ
ス
の
あ
り
が
た
さ

ん
な
私
を
循
環
バ
ス
が
救
っ
て
く
れ
た
の

で
す
。
ま
た
、「
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

か
ら
」
と
応
募
し
た
愛
称
〝
ナ
カ
ち
ゃ
ん

号
〟
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
愛
着
も
人
一

倍
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
身
を
も
っ
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
路
線
の
見
直
し
等
で
利

便
性
が
向
上
し
ま
し
た
が
、
バ
ス
を
必
要

と
す
る
人
に
合
っ
た
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
利
用

者
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

路
線
バ
ス
は
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人

に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
生
活
の

足
で
す
。
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
に
も
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
は
、
皆
様
の
生
活
の
足
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
ま
ち

の
活
性
化
や
CO2
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
路
線
バ
ス
事

業
は
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
安
心
・
安
全
で
地
域
に
根
ざ
し

た
阿
南
バ
ス
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で
す
。
車
を

運
転
で
き
な
い
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、「
バ
ス
を
無
く
さ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
温
か
い
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
社
員
一

同
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
公
共
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

阿南市地域公共交通協議会
委員　吉岡 正俊 さん

（徳島バス阿南株式会社）
小川 美紀 さん（那賀川町）

市
民
の
理
解
と
応
援
が

地
域
公
共
交
通
を
育
て
る
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超高齢社会21％

高齢者人口比率の推移

出典：四国の公共交通（国土交通省四国運輸局）

登下校に路線バスを利用する富岡小学校の児童の皆さん。
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勤労女性センターからのお知らせ
●平成24年度教養講座受講生募集のご案内

受　講　料　年間1,000円… ※教材費、実習費等が別途必要です。
申込締切日　３月16日㈮　…※申込順

教室名 講　師 開　講　日 定員（人） 内　　　　容　　　　等

コーラス 筒井　長幸
毎月第２・４日曜日

14:00 〜 15:30
50 市内在住の女性ならどなたでも参加いただけます。

編 み 物 斎藤　千恵
毎月第２・４金曜日

9:00 〜 12:00
20

初心者の方も手作りのセーターなどに挑戦してみ
ませんか。

茶 道
（裏千家）

内村　宗豊
（泰子）

毎月第２・４水曜日
13:30 〜 16:00

10
一椀の茶で心静かなひとときを。
初心者の方も気軽に始めてみませんか。毎月第２・４土曜日

9:00 〜 12:00
10

三 味 線 佐野　接子
毎月３回（金曜日）

19:00 〜 20:00
10 初心者の方、挑戦してみませんか。

草木染め 岡本多恵子
毎月第４月曜日

9:30 〜 12:00
（12 月は休み）

10
草木や藍で自然の色を染め、座布団やクッション、
スカーフ、バッグを作りましょう。（初心者）

いけばな
（華道）

米田　久甫
（久子）

毎月第１木曜日
13:00 〜 16:30

10
四季の花を楽しく生ける体験をしてみませんか。
お子様または親子ペアも歓迎します。毎月第１木曜日

18:00 〜 21:30
10

平
成
24
年
度

バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付

　

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が
い

を
持
ち
、
一
層
の
社
会
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者
福
祉
特

定
回
数
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象　
市
内
在
住
の
満
70
歳
以

上
の
方
で
、
平
成
23
年
度
の
市
民
税

所
得
割
額
が
５
万
円
以
下
の
方

利
用
で
き
る
交
通
機
関　

徳
島
バ

ス
・
徳
島
バ
ス
阿
南
（
循
環
バ
ス
を

含
む
）
が
運
行
す
る
市
内
の
全
路
線

申
請
受
付
開
始
日　
３
月
21
日
㈬

申
請
方
法　
申
請
書
（
な
が
い
き
課

ま
た
は
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等

に
備
え
付
け
）
を
各
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
代
理

申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び
代
理

人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
平
成
23
年
度
分
の
乗
車
券
（
残
券

等
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
請
時
に

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
の
交
付　
申
請
書
を
受
理
後
、

窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
各

支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等
で
受
け
付

け
し
た
分
は
、
後
日
郵
送
と
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
な
が
い
き
課
（
☎

22

−
８
０
６
４
）
へ

申込み・問い合わせは　勤労女性センター（☎・FAX…44−5611）へ

講　　師　阿南共栄病院　看護師・理学療法士
募集人数　50人（申込順）
受 講 料　無料
持 参 物　タオル（汗ふき用）、飲み物、ズボン着用
申込締切　３月10日㈯　正午まで

●草木染め教室（教養講座）の作品展…２階　図書室
　日　時　３月11日㈰　10:00〜15:00
　内　容　草木染めで染めたスカーフ、小物など１年間のいろいろな作品を展示します。
　　　　　草木染めの体験ができます。
　
●健康講座のご案内…１階　大和室
　日　時　３月24日㈯　10:00〜11:50

（10:00〜10:40 健康チェック、10:50〜11:50 健幸体操）

　内　容　健
けん

幸
こう

体操…「元気な身体作り」
（肩こり・腰痛・筋力アップ・阿波踊り体操等トークを交えて楽しく）
※健康チェック…体脂肪・血糖・検尿・血管年齢・骨密度等

広報7



お
く
り
も
の

橘
公
民
館
へ

●
純
水
製
造
機
１
台

橘
町　

中
西
正
子
様
か
ら
施
設
充

実
品
と
し
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
四
万
八
千
百
十
二
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

代
表
白
浜
和
子
様
か
ら
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
２
０
１
２
春
の
ふ
れ
あ
い
歌

謡
シ
ョ
ー
」
に
お
け
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
を
地
域
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
２
月
初
旬
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。

　
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
阿
南
市
が
、
広
報
紙
、

写
真
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
３
部
門
で
特
選
の
ト
リ
プ

ル
受
賞
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
広
報
紙
部
門
で
は
「
広
報
あ
な
ん
９
月
号
」。
特

集
面
で
、
阿
南
市
新
野
町
出
身
で
宮
城
県
名
取
市
在

住
の
佐
々
木
靖
子
（
旧
姓
南
谷
）
さ
ん
が
、
家
族
と

と
も
に
家
業
の
笹
か
ま
ぼ
こ
製
造
業
の
再
建
に
向
け

て
、
け
な
げ
に
取
り
組
む
姿
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
部
門
で
は
「
同
５
月
号
」。
新
野
小

学
校
新
１
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
満
開
の
桜
の
下

で
屈
託
の
な
い
笑
顔
を
そ
ろ
え
た
、
読
み
手
の
感
性

に
訴
え
る
素
晴
ら
し
い
写
真
が
特
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
日
本
広
報
協
会
の
広
報

紙
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
広
報
編
集
長
の
小
窓
」。

広
報
紙
を
補
完
す
る
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
細
や
か
な

広
報
活
動
を
展
開
。〝
そ
の
日
の
出
来
事
を
そ
の
日

の
う
ち
に
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
機
動
力
を
生
か
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
、〝
小
窓
〟
の
大
き
な
役

割
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

− 

受
賞
を
糧
に
さ
ら
な
る
成
長
を 

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

登
録
保
健
師・看
護
師
を
募
集

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
４
月

か
ら
の
保
健
事
業
に
従
事
す
る
登
録

保
健
師
・
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
保
健
師

免
許
を
有
す
る
方

応
募
方
法　
登
録
記
入
票
（
保
健
セ

ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
免
許
証
の
写
し
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

※
面
接
の
う
え
登
録
し
、
事
業
実
施

に
応
じ
て
依
頼
し
ま
す
。

※
賃
金
お
よ
び
勤
務
条
件
は
、
職
種

や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

ご
み
収
集
作
業
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
度
に
環
境
管
理
事
務
所

に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職

員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
間　
３
月
１
日
㈭
〜
８
日
㈭

試
験
日　
３
月
18
日
㈰

受
験
資
格　
昭
和
25
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
３
月
１
日
㈭
以
降
に

お
渡
し
し
ま
す
。

試
験
内
容　
面
接
お
よ
び
体
力
テ
ス
ト

採
用
予
定
人
員　
10
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目
的

外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人
事

課
（
☎
22

−

１
１
１
２
）
へ

【
３
月
の
休
館
日
は
】

☎21-3030

5
・
12
・
19
・
26
日

か
も
だ
岬
温
泉

　
広
報
担
当
は
山
田
博
文
君
（
41
歳
）。
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
名
選
手
で
、
学
生
時
代
は
西
日
本
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
で
ベ
ス
ト
８
、
四
国
総
合
選
手
権

で
は
30
歳
代
で
優
勝
。
持
ち
前
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

ね
ば
り
腰
で
、
旺
盛
な
取
材
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
、
日
本
に
は
、
市
区
８
１
０
、
町
７
４
８
、
村

１
８
４
、
合
計
１
７
４
２
の
市
区
町
村
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
広
報
紙
を
持
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
「
広
報
あ
な
ん
」
が
、
徳
島

県
を
代
表
す
る
広
報
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
こ
と
は
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力

の
賜
物
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
市
内

の
多
様
性
と
小
さ

な
事
象
も
拾
い
上

げ
、
市
民
に
幸
せ

を
与
え
ら
れ
る
温

も
り
の
あ
る
広
報

と
し
て
成
長
し
て

い
く
も
の
と
確
信

を
し
て
お
り
ま
す
。
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仮
庁
舎
へ
の

移
転
の
お
知
ら
せ

　

阿
南
市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え
に

伴
い
、
旧
阿
南
保
健
所
を
第
１
仮
庁

舎
、
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
第
２
仮
庁

舎
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
那
賀
川
支
所
、
羽
ノ
浦
支

所
、
ひ
ま
わ
り
会
館
、
牛
岐
城
趾
公

園
管
理
棟
、
環
境
管
理
事
務
所
に
も
、

一
部
の
部
署
を
配
置
し
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

４
月
２
日
か
ら
移
転
す
る
部
署

【
第
２
仮
庁
舎（
旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）】

　

産
業
部
農
地
整
備
課

【
環
境
管
理
事
務
所
】

　

環
境
管
理
部
環
境
整
備
課

【
那
賀
川
支
所
】

　

水
道
部
業
務
課
・
工
務
課

　

農
業
委
員
会
事
務
局

※
現
在
、
分
庁
舎
に
配
置
し
て
い
る

他
の
部
署
に
つ
い
て
は
、
５
月
の
連

休
に
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
広
報
あ
な
ん
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
庁
舎
建
設
課
（
☎

22

−

８
２
８
５
）
へ

水
道
の
届
け
出

　

３
月
、
４
月
は
転
入
や
転
出
が
多

い
時
期
で
す
。
お
早
め
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

開
栓
手
続
き　
転
入
に
よ
り
、
新
し

く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き
。

閉
栓
手
続
き　
転
出
に
よ
り
、
水
道

の
使
用
を
中
止
す
る
と
き
、
ま
た
は

長
い
間
水
道
を
お
使
い
に
な
ら
な
い

と
き
。

両
方
の
手
続
き　
市
内
で
転
居
さ
れ

た
と
き
。

変
更
手
続
き　
水
道
使
用
者
の
氏
名

ま
た
は
住
所
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
。

※
無
届
け
ま
た
は
不
正
に
水
道
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、
過
料
等
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き

は
市
内
の
金
融
機
関
で
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の
加
入
届
が
必
要

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的
年

金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本

国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
や
が
て
訪
れ
る
老
後
や
、

生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な
「
万

が
一
」
の
事
態
に
備
え
、
保
険
料
を

出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
制

度
で
す
。

　

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
年
金

の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
退

職
し
た
と
き
、
住
所
や
氏
名
が
変
わ

っ
た
と
き
な
ど
、
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
14
日
以
内
に
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

阿
波
踊
り
体
操

ビ
デ
オ
貸
し
出
し・出
前
教
室

ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し
（
無
料
）

貸
出
期
間　
１
週
間
（
原
則
）

貸
出
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
、
住
民

セ
ン
タ
ー
、
支
所
、
羽
ノ
浦
公
民
館

貸
出
物　

阿
波
踊
り
体
操
の
ビ
デ

オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

阿
波
踊
り
体
操
の
出
前
教
室

　

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
が
あ
な
た

の
ま
ち
へ
う
か
が
い
ま
す
。
体
操
が

で
き
る
場
所
を
構
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
日
時
や
内
容
は
柔
軟
に
対
応
し

ま
す
。

　

体
操
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
８
つ
あ
り
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
対
応
。

気
分
転
換
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
運
動
不
足
解
消
に
出
前
教
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
に
阿
南
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
並
び
に
建
設
工
事
に
係

る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に
関
す
る

委
託
業
務
の
一
般
競
争
入
札
（
指
名

競
争
入
札
）
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
３
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建
設

工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等
の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争
入

札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格
審

査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ
る
も
の

と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競

争
入
札
）
を
希
望
す
る
建
設
工
事
の

業
種
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣

ま
た
は
都
道
府
県
知
事
が
実
施
す
る

経
営
事
項
審
査
を
受
け
る
べ
き
時
期

に
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
よ
り
電
子
入

札
を
本
格
導
入
し
て
い
ま
す
の
で
、

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
機
器
等

の
準
備
が
必
要
で
す
。

提
出
方
法　
市
内
業
者
は
管
財
課
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
市
外
業
者
は
郵

送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財
課

（
☎
22

−

３
８
０
４
）
へ

市役所
◎

那賀川橋 大京原橋 那
賀
川
大
橋

あなん

あわなかしま

国
道
55号
バ
イ
パ
ス

にしばら

はのうら 那賀川支所
羽ノ浦支所

第１仮庁舎（旧阿南保健所）
第２仮庁舎（旧ハローワーク）

○大阪市立大学硬式野球部	春季合宿
２日㈮〜８日㈭…午前　アグリあなんスタジアム

○地球環境高校野球部（長野県）	阿南合宿
12 日㈪〜 16 日㈮　　…アグリあなんスタジアム

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

３月の日程 球
場
へ

行
こ
う
！
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那
賀
川
・
桑
野
川
の

東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
事
業

現
地
調
査
に
つ
い
て

　

今
後
、
想
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地

震
や
津
波
等
に
対
応
す
る
た
め
、
那

賀
川
・
桑
野
川
に
お
い
て
、
河
口
部

の
堤
防
や
樋
門
等
河
川
管
理
施
設
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
測

量
お
よ
び
地
質
調
査
等
を
実
施
し
ま

す
。

測
量
業
務

内
容　
距
離
、
高
さ
、
地
形
の
測
量

期
間　
５
月
頃
ま
で

地
質
調
査

内
容　
ボ
ー
リ
ン
グ
機
械
に
て
10
〜

15
㌢
程
度
の
穴
を
掘
り
、
土
の
固
さ

等
を
調
査

期
間　
６
月
頃
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
国
土
交
通
省
四
国

地
方
整
備
局
那
賀
川
河
川
事
務
所
工

務
課
（
☎
22

−

６
５
４
２
）
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
と
き･

や
め
る
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
と
な
る
方
な
ど
を
除

い
て
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
は
す

べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

◎
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
り
、

加
入
し
た
場
合

◎
住
所
や
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ

た
場
合

◎
出
生
、
死
亡

◎
生
活
保
護
の
開
始
、
廃
止

◎
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

■
14
日
以
内
に
届
け
出
を

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
税
は
加
入
の
届
け
出
を
し
た
月
か

ら
で
は
な
く
、
資
格
を
得
た
月
ま
で

遡
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方
と
、
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

①
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の

加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ
る
方
。

②
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未
満

の
方
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ環境と

くらし

シリーズ

〈№ 20〉

空
間
放
射
線
量
を
測
定

　

放
射
性
物
質
に
対
す
る
安
全
性
へ

の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
市
で
は
、

放
射
線
量
測
定
器
を
購
入
し
、
市
内

の
学
校
施
設
等
で
空
間
放
射
線
量
を

測
定
し
ま
し
た
。

測
定
箇
所

　

市
立
の
小
中
学
校
お
よ
び
保
育

所
・
幼
稚
園
（
私
立
含
む
）
の
全
73

カ
所
。

測
定
結
果

　

全
施
設
で
０
・
06
〜
０
・
11
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間
と
、
国
の

原
子
力
安
全
委
員
会
が
示
す
放
射
線

量
の
指
標
値
以
下
で
、
全
て
の
地
点

で
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
施
設
ご
と
の
測
定
値
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

※
空
間
放
射
線
量
率
と
は
、
一
定

時
間
（
通
常
１
時
間
）
内
に
空
気

中
を
通
過
す
る
放
射
線
（
ガ
ン
マ

線
）
の
量
を
い
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−

３
４
１
３
）
へ

平
成
24
年
度
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
受
講
者
募
集

　

余
暇
を
利
用
し
て
趣
味
と
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場
を

有
す
る
30
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

（
学
生
は
除
く
）。
継
続
登
録
者
は
35

歳
ま
で
。

登
録
費　
１
０
０
０
円
（
年
間
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

−

４
５
７
２
）

へ
（
受
付
時
間
は
平
日
午
後
１
時
〜

９
時
）

講座・クラブ名 曜日 時　　間

生 花 火 18:00 〜 20:30

着 付 け 水 19:00 〜 21:00

書 道 水 19:30 〜 21:00

料 理 木 18:30 〜 21:00

茶 道 木 2回 19:00 〜 21:00

英 会 話 木 20:00 〜 21:00

ヨ ー ガ 火 2回 19:30 〜 21:00

フ ッ ト サ ル 木 2回 20:00 〜 22:00

バドミントン 火 20:00 〜 22:00

ソフトバレーボール 水 2回 20:00 〜 22:00

卓 球 水 19:00 〜 21:00

テ ニ ス 月３回 19:00 〜 22:00

※上記以外にも短期講座やイベントに参加
できます。
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た
こ
の
言
葉
で
す
。「
石
巻
で
見

聞
き
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
。

私
た
ち
の
経
験
を
教
訓
に
阿
南
市

の
防
災
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。」

　

震
災
発
生
か
ら
１
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
今
、
改
め
て
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
身
の
周
り
の
防

災
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
明
日
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
大
災
害
に
対
し

て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
、
行
動

を
起
こ
す
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ
と
、

今
回
の
災
害
派
遣
を
通
じ
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
今
日
も
復
興
の

槌
音
が
力
強
く
響
い
て
い
ま
す
。

　

企
画
部
人
事
課

　
　
　
　

主
査　

柏
木　

章
宏

　

わ
た
し
が
昨
年
８
月
に
、
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
廃
棄
物
の
処
理

事
務
に
従
事
す
る
た
め
、
災
害
派

遣
支
援
員
と
し
て
赴
い
た
宮
城
県

石
巻
市
で
は
、
死
者
・
行
方
不
明

者
約
４
千
人
、
家
屋
の
損
壊
が
約

３
万
２
千
棟
、
浸
水
被
害
が
約
１

万
８
千
棟
と
、
突
出
し
た
被
害
状

況
で
し
た
。
通
常
時
に
お
け
る
回

収
量
の
１
０
６
年
分
と
い
う
膨
大

な
量
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
の
た

め
、
現
地
で
は
今
も
な
お
懸
命
に

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
終
息

ま
で
の
道
の
り
は
か
な
り
険
し
い

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

被
災
地
の
扱
い
が
、
時
を
追
う
ご

と
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は

皆
さ
ん
も
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら

被
災
地
で
は
震
災
前
の
生
活
を
取

り
戻
す
に
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
く
、

現
在
も
地
元
の
方
々
は
も
と
よ
り
、

全
国
各
地
か
ら
支
援
に
駆
け
つ
け

て
い
る
大
勢
の
人
が
、
復
興
に
向

け
て
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
す

の
が
石
巻
市
の
職
員
の
方
が
言
っ

そ
な
え
よ

　
　
つ
ね
に

被災地
からの
メッセージ

復
興
に
向
け
開
催
さ
れ
た
食
の
イ
ベ
ン

ト
『
食
興
祭
』

光のまちステーション
プラザ３月の催し

　■展示コーナー　10:00〜20:00
※初日と最終日は開催時間が異なります。

旧富岡町街並写真展	 6日㈫〜18日㈰
和に魅せられ展　	20日㈷〜4月1日㈰

■体験会

エコバッグ・エココサージュ作り（無料）

18日㈰　13:00〜15:00
【申込締切】18日㈰
日常に役立つアロマ体験
20日㈷　13:00〜15:00
【参加費】2,000円　【定員】６人
【申込締切】17日㈯
ちりめんミニマカロンコインケース作り
25日㈰　13:00〜15:00
【参加費】500円　【定員】５人
【申込締切】22日㈭
帯地簡単おひな様（ペア）作り
25日㈰　13:00〜15:00
【参加費】1,000円　【定員】５人
【申込締切】22日㈭

阿波踊り活竹人形作り、星形あんど
ん作りを常時開催中！

問い合わせは
光のまちステーションプラザ

（☎24−3141）へ

３月の献血実施一覧
（※400㎖のみ実施）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

15日㈭ 阿南アピカ 西路見町
10：15〜12：30
14：00〜16：30

29日㈭ 阿南市役所 富 岡 町
 9：30〜12：00
13：00〜16：30

問い合わせは　
徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ

阿
南
市
観
光
地
び
き
網
を

開
設
し
ま
す

期
間　
３
月
31
日
㈯
〜
10
月
上
旬

場
所　
北
の
脇
海
水
浴
場

料
金　
12
万
７
５
０
円
（
１
網
当
た

り
・
料
理
代
含
む
・
税
込
み
）

必
要
人
員　
30
人
以
上
50
人
ま
で

観
光
時
間　
30
分
〜
40
分

申
込
み　
事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付

は
午
前
８
時
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
中
林
漁
業
協
同
組

合
（
☎
22

−

０
５
０
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

−

０
８
４
３
）
へ

４
月
か
ら
の
母
子
保
健
事
業

　

４
月
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業

の
「
子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
ト
ー
ク
」
に

代
わ
り
、
７
か
月
児
相
談
と
１
歳
児

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
該
当
す
る
お

子
様
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−
１
５
９
０
）
へ

４歳 ３歳 ２歳 １歳 出生 妊娠届 ４
月
か
ら
の
母
子
保
健
事
業

フ
ッ
素
塗
布

 （
4
歳
5
・
6
か
月
）

３
歳
児
健
診

 （
3
歳
5
か
月
）

フ
ッ
素
塗
布

２
歳
児
相
談

 （
2
歳
3
・
4
か
月
）

１
歳
６
か
月
児
健
診

１
歳
児
相
談

９
か
月
児
健
診

７
か
月
児
相
談

６
か
月
児
健
診

４
か
月
児
健
診

先
天
性
股
関
節
脱
臼
検
診

 （
2
・
3
か
月
児
）

１
か
月
児
健
診

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪
問

妊
婦
訪
問

新
米
マ
マ
パ
パ
教
室

母
子・父
子
健
康
手
帳
交
付

妊
婦
健
診 健

診
な
ど

歯
科
医
で
受
診

ひ
ま
わ
り
会
館

病
院
で
受
診

ひ
ま
わ
り
会
館

病
院
で
受
診

自
宅
へ
訪
問

ひ
ま
わ
り
会
館

病
院
で
受
診

場　
所
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Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
宇
宙
教
育
活
動
に

関
す
る
協
定
を
締
結

　

阿
南
市
出
身
で
北
海
道
・
小
樽
を

拠
点
に
活
躍
し
た
版
画
家
、
故
・
一

原
有
徳
さ
ん
（
享
年
１
０
０
歳
）
の

没
後
一
年
に
合
わ
せ
た
追
悼
展
示

が
、
12
月
22
日
か
ら
１
月
29
日
ま
で

の
間
、
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
・
一
原
有
徳
さ
ん
は
、
明
治
43

年
に
那
賀
川
町
で
生
ま
れ
、
３
歳
時

に
北
海
道
へ
移
住
。
小
樽
地
方
貯
金

局
に
勤
め
な
が
ら
、
41
歳
か
ら
油
絵

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
版
画
に

転
じ
、
一
回
切
り
の
転
写
に
よ
る
「
モ
ノ
タ
イ
プ
版
画
」
の
手
法
を
用
い
た

特
異
な
作
風
で
、
50
歳
と
い
う
遅
咲
き
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。
退
職

後
も
版
画
制
作
を
続
け
、
69
歳
時
に
は
北
海
道
現
代
美
術
展
優
秀
賞
を
受
賞
。

従
来
の
版
の
概
念
に
捉
わ
れ
ず
、
幾
枚
も
の
紙
を
組
み
合
わ
せ
た
大
型
組
み

作
品
を
作
り
出
す
な
ど
、
飽
く
な
き
探
求
心
で
版
の
可
能
性
に
挑
戦
し
、
現

代
ア
ー
ト
の
世
界
を
切
り
拓
い
て
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
展
示
さ
れ
た
28
点
の
作
品
の
中
に
は
、
モ
ノ
タ
イ
プ
手
法
に
よ
る

高
さ
３
・
６
㍍
の
円
筒
状
の
作
品
や
３
枚
の
大
型
組
み
作
品
が
中
央
部
に
展

示
さ
れ
、
ひ
と
際
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
版
の
上
に
塗
っ
た
顔
料
を
ヘ
ラ

で
削
っ
て
表
現
し
た
モ
ノ
タ
イ
プ
の
作
品
は
、
鉄
く
ず
の
山
に
見
え
た
り
、

レ
ン
ガ
で
で
き
た
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
も
見
え
た
り
と
、
そ
の
意
と
す
る
と

こ
ろ
は
見
る
人
し
だ
い
。
一
原
さ
ん
の
作
品
に
題
名
は
な
く
、
そ
れ
が
ま
た

見
る
人
の
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
き
ま
す
。

　

８
枚
の
絵
を
壁
に
貼
り
合
わ
せ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
、
自

然
の
営
み
を
表
現
し
た
作
品
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ノ
ク
ロ
や
セ
ピ
ア
色

と
い
っ
た
暗
め
の
配
色
が
使
わ
れ
、
登
山
家
で
も
あ
っ
た
一
原
さ
ん
の
心
に

映
っ
た
自
然
の
厳
し
さ
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
陳
列
台
に
は
、
遺
族
か
ら
提
供
さ
れ
た
26
枚
の

原
板
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
廃
材
の
金
属
板
を
原
板
に
使
っ
た
も
の
や
、

目
に
見
え
な
い
ほ
ど
の
細
か
な
凹
凸
を
刻
み
込
ん
だ
原
板
も
あ
り
、
一
原
さ

ん
の
独
創
性
や
製
版
技
術
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

心
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し
、
宇
宙
活
動
で

得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
教
育

現
場
で
教
育
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
と
阿
南
市
教
育
委
員
会

が
、
１
月
21
日
、
宇
宙
教
育
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
20
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
宇

宙
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
機
に
、
本
市
と
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
親
交
が
深
ま
り
実
現
し
た
も
の
で
、
全
国

で
20
番
目
、
四
国
で
は
初
め
て
で
す
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
本
市
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
宇
宙

教
育
に
関
す
る
最
新
情
報
や
講
師
派
遣
、
教
材
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

調
印
式
で
田
上
教
育
長
は
、「
科
学
セ
ン
タ
ー
の
存

在
価
値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
い
い
機
会
で
あ
り
、

宇
宙
教
育
活
動
を
通
し
て
未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
内
の
小
中
学
校
と
連
携
し
て
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
授
業
へ
の
講
師
招
聘
や

記
念
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

握手を交わすＪＡＸＡ宇宙教育センター
長の広浜さん（右）と田上教育長。

　

国
土
交
通
省
の
「
住
宅
・
建
築
物
省
CO2
推
進
事

業
」
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
に
関
す

る
法
律
（
省
エ
ネ
法
）」
の
改
正
に
よ
る
、
住
宅
・

建
築
物
に
対
す
る
省
エ
ネ
対
策
の
規
制
強
化
の
流

れ
と
合
わ
せ
て
、
各
種
省
エ
ネ
・
省
CO2
対
策
の
推

進
に
向
け
た
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に

95
事
業
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
平
成
23
年
度
第
２

回
で
は
12
件
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
自
治

体
の
庁
舎
が
採
択
を
受
け
る
の
は
全
国
で
２
例
目
、

四
国
で
は
初
め
て
で
す
。

　

平
成
27
年
内
の
完
成
を
め
ざ
し
て
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
阿
南
市
新
庁
舎
建
設
事
業
が
、
省
CO2

の
実
現
に
優
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
し
て
、

国
土
交
通
省
が
主
催
す
る
平
成
23
年
度
第
２
回

「
住
宅
・
建
築
物
省
CO2
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
省
CO2
設
備
の
導
入
費
に

対
し
て
、
国
か
ら
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

阿南市新庁舎建設プロジェクトが
「住宅・建築物省CO2先導事業」
に採択される

追
悼
展
示
に
想
う　

故
・
一
原
有
徳
さ
ん
の　
版
の
世
界



受
け
継
が
れ
る
竹
細
工
の
伝
統

国
文
祭
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
に
決
定

　

阿
南
市
特
産
物
の
竹
を
使
っ
た
伝
統
工
芸
品
や
さ
ま
ざ
ま

な
竹
細
工
の
作
品
を
紹
介
す
る
催
し
「
活
竹
物
語
」
が
、
12

月
10
日
か
ら
２
日
間
、
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
阿
南
市
竹
人
形
伝
承
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た

活
竹
人
形
や
、
精
巧
に
作
ら
れ
た
昆
虫
の
作
品
、
竹
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
竹
籠
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１
９
６
体
の
竹
人
形
を
使
い
ス
テ
ー
ジ
で
総
踊
り
す
る
シ
ー

ン
を
再
現
し
た
「
阿
波
踊
り
活
竹
人
形
ジ
ャ
ン
ボ
連
」
と
呼

ば
れ
る
創
作
品
は
、
伝
承
会
の
会
員
８
人
が
手
掛
け
た
傑
作

で
、
訪
れ
た
人
々
は
、
完
成
度
の
高
さ
に
驚
い
た
よ
う
す
で

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
活
竹
人
形
や
ミ
ニ
門
松
な
ど
を
作
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
熱
心
に
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

伝
承
会
の
活
竹
人
形
は
、
６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
る
全
日

本
川
柳
２
０
１
２
徳
島
大
会
の
記
念
品
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

「
第
27
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
２
０
１
２
」
の
Ｐ
Ｒ
グ

ッ
ズ
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
主
催
の
第

12
回
環
境
美
化
教
育
優
良
校
等
の
表
彰
式
が
、
１
月
27

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
椿
町
中
学
校
が
環
境

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
内
の
中
学
校
で
は
初

め
て
の
受
賞
で
す
。

　

椿
町
中
学
校
で
は
、
平
成
11
年
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
の
保

護
観
察
活
動
や
資
源
ご
み
回
収
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
人
工
ふ
化
（
平
成
21
年
ま
で
実

施
）
や
産
卵
地
の
見
学
、
海
岸
清
掃
な
ど
、
ウ
ミ
ガ
メ

と
共
生
し
た
環
境
教
育
の
実
践
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
式
に
は
、
全
校
生
徒
26
人
を
代
表
し
て
２
年
生

の
５
人
が
出
席
。
式
典
後
の
懇
親
会
で
は
、
活
動
発
表

も
行
い
ま
し
た
。
外
山
校
長
先
生
は
、「
ウ
ミ
ガ
メ
に

や
さ
し
い
環
境
は
、
自
分
た
ち
に
も
や
さ
し
い
環
境
で

あ
る
と
い
う
意
識
が
生
徒
た
ち
に
芽
生
え
て
お
り
、
今

回
の
受
賞
が
自
信
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

に
胸
を
は
れ
る
学
校
生
活
が
送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

椿町中学校が環境美化教育活動
で環境大臣表彰を受賞

光輝く阿南の魅力を動画で配信！
アルプスがＹｏｕＴｕｂｅに投稿

　

新
た
な
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
模
索
し
よ
う
と
、
市
の
若
手
職
員
９
人
で
つ

く
る
光
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ(

ア
ル
プ

ス)

」
が
、「
光
の
ま
ち
づ
く
り
Ｐ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー
」
を
制
作
し
、
12
月
12
日

か
ら
動
画
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
に
投
稿
し
ま
し
た
。

　

動
画
は
現
在
６
本
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
華
や
ぐ
街
並
み
な

ど
光
の
ま
ち
阿
南
の
魅
力
を
満
載
し
、
世
界
へ
向
け
配
信
中
で
す
。

　

制
作
さ
れ
た
動
画
は
、
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
県
外
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

も
使
わ
れ
る
予
定
で
、
最
新
情
報
を
盛
り
込
み
な
が
ら
光
の
ま
ち
阿
南
の
Ｐ

Ｒ
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

動
画
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
光
の
ま

ち
阿
南
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
く
と
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
業
振
興
課
（
☎
22

−

３
４
０
１
）
へ

URL：http://www.youtube.com/user/AnanLEDProjectStaff

授賞式に出席した２年生の皆さん。
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お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ス
タ（
無
料
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
科
学
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
覧
さ
れ
た
方
に
は
、
も
れ

な
く
「
金
環
日
食
観
察
カ
ー
ド
（
５
月
21
日
）」

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

日
時　
３
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

内
容　

▼
お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
１
日
３
回
）

　

・
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ

　

・
紙
を
高
く
舞
い
上
が
ら
せ
よ
う

　

・
ミ
ニ
ア
ン
プ
で
実
験
し
よ
う　

な
ど

▼
科
学
の
広
場
（
１
日
２
回
）

　

・
空
気
で
遊
ぼ
う

　

・
浮ふ

沈ち
ん

子し

を
作
っ
て
遊
ぼ
う

　

・
化
石
を
取
り
出
そ
う　

な
ど

▼
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
１
日
２
回
）

　
「
今
夜
の
星
と
徳
島
で
見
え
る
金
環
日
食
」

▼
太
陽
の
表
面
を
観
察
し
よ
う
（
随
時
）

※
各
催
し
の
開
始
時
間
や
内
容
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
向
け
の
催
し
で
、
簡
単
な
工
作
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
10
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

３
月
の
実
施
日
と
テ
ー
マ

20
日
㈷　

楽
し
い
万
華
鏡
を
作
ろ
う

24
日
㈯　

ス
ト
ロ
ー
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
作
ろ
う

25
日
㈰　

水
に
入
れ
る
と
か
わ
る
カ
ー
ド

27
日
㈫　

ジ
ャ
ン
プ
ガ
エ
ル
を
作
ろ
う

28
日
㈬　

紙
皿
で
フ
リ
ス
ビ
ー
を
作
ろ
う

29
日
㈭　

紫
外
線
ビ
ー
ズ
チ
ャ
ッ
カ
ー
を
作
ろ
う

30
日
㈮　

プ
ラ
バ
ン
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う

31
日
㈯　

カ
レ
ー
粉
で
変
色
マ
ジ
ッ
ク

実
施
日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
春
休
み

中
の
平
日　

午
前
10
時
、
午
後
１
時
、
３
時
30
分

よ
り
投
映
（
投
映
時
間
各
回
15
分
程
度
）

あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します

■スタインウェイ試弾者を募集

　夢ホールが所有する「ニューヨークスタインウェイ（Ｄ
−274）」を定期的に試弾してくださる方を募集します。
資格　大学の音楽科等（ピアノ専攻）を卒業された方で、

月２回以上、夢ホールに来ることができる方。
募集人員　若干名
報酬・交通費　ありません
日時　夢ホールの未使用日で、都合のよい日（その都度

相談させていただきます。）で午前９時から午後
５時までの間、２時間程度。

場所　夢ホール　ピアノ庫
申込締切日　随時受け付けしています。
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

■第27回国民文化祭出演者募集
　邦楽への招待　和の元気！　未来邦楽へ
　「全国邦楽合奏フェスティバル」

開催日　９月16日㈰
場所　夢ホール（文化会館）
内容　全国から公募による20組程度が日ごろの練習成

果を披露し、優秀な３組を表彰します。
演奏方法　声楽を含む和楽器による合奏
　　　　　（４人以上のグループ）
出演申込方法　くわしくは国民文化祭阿南市実行委員会
ホームページをご覧ください。（「http://joho.hanoura-
anan.jp/festival_00.htm」または「全国邦楽合奏フェス
ティバル」で検索）。
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

■夢ホールホワイエコンサート
　「大人を癒すＪａｚｚ」

日時　３月17日㈯　14:00開演
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円（ワンドリンク付き）
なかよしチケット（２人以上20％割
引・５人以上40％割引）
※なかよしチケットは前売りのみの
取り扱いです。
出演　猪子　恵（ヴァイオリン）、
　　　川瀬眞司（ギター）、中村尚美（コントラバス）
曲目　アイ・ガット・リズム、キャラバン、ドナ・リー

ほか
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

■ＰＡＲＴＹ	ＧＲＯＯＶＥ
〜阿南ダンスフェスティバル2012〜

日時　３月11日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　1,000円
（全席自由・当日同料金）
※未就学児は入場無料。
※無料託児室の利用を希望の方は、
１週間前までにお問い合わせくださ
い。
ゲスト　
TAICHI（ジャスタブーブー所属）
AOI（Flysis・Pin☆Blue所属）
チケット販売場所　文化会館、市民
会館、情報文化センター、平惣書店
各店
ワークショップ参加者受付中
くわしくは、広報あなん2月号をご
覧ください。
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

科
セ
ン
タ
ー

学

メールアドレス　science@ananscience.jp
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旧那賀郡内の荘園分布
と
し
て
立
券
し
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
。
そ
の
た
め
阿
南
市
内
の
庄
園
か
ら
除

外
し
た
。
つ
ま
り
庄
園
は
立
券
し
て
初
め

て
庄
園
と
認
め
ら
れ
庄
園
と
し
て
の
権
限

が
行
使
で
き
た
。
単
な
る
土
地
の
領
有
と

は
法
的
に
も
異
な
る
。

　

将
来
、
太
龍
寺
領
に
つ
い
て
の
立
券
史

料
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
庄
園
と
し
て
認
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

太
瀧
寺
は
「
タ
イ
リ
ユ
ウ
ジ
」
と
読
む
。

ほ
か
の
史
料
に
も
龍
を
瀧
と
書
い
た
も
の

が
出
て
く
る
。

（
終
わ
り
）

太
龍
寺
領

朝
廷
、
庄
（
荘
）
園
、
守
護

　

八
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
律り

つ
り
ょ
う令

官
制
は
、

中
央
政
府
に
神
祇
官
と
太
政
官
を
置
き
、
地

方
に
国
、
郡
を
置
い
て
統
治
し
た
。

　

し
か
し
、
庄
（
荘
）
園
が
成
立
す
る
と
庄

園
は
政
府
の
支
配
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
庄
園

は
庄
園
主
（
領
家
）

−

庄
官
が
支
配
し
た
。

庄
園
は
増
加
し
つ
づ
け
、
阿
波
国
で
は
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
収
益
の
多
い

め
ぼ
し
い
土
地
の
ほ
と
ん
ど
が
庄
園
と
な
っ

て
い
る
。
皇
室
で
す
ら
大
庄
園
主
と
な
っ
て

い
る
。

　

鎌
倉
幕
府
が
成
立
す
る
と
源
頼
朝
は
全
国

に
守
護
・
地
頭
を
置
き
家
人
を
任
命
し
た
。

守
護
は
軍
事
、
警
察
権
を
持
ち
、
現
地
で
支

配
に
当
た
っ
た
の
は
地
頭
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
櫛
渕
庄
で
は
地
頭
秋
元
氏
の
介
入
に

よ
っ
て
庄
園
の
半
分
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、

前
回
述
べ
た
よ
う
に
那
賀
山
庄
で
も
地
頭
に
よ
っ

て
庄
園
の
一
部
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
み
て
く
る
と
、
室
町
時
代
に
は
中
央
政
府

の
支
配
す
る
土
地
・
人
民
は
、
庄
園
、
地
頭
の
支

配
地
以
外
の
ご
く
わ
ず
か
で
、
存
在
は
名
目
的
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

太
龍
寺
領

　

阿
南
市
内
に
は
平
島
庄
、
牛う

し

牧ま
き

（
岐
）
庄
、
竹

原
庄
、
大
野
庄
、
那
賀
山
庄
、
桑く

わ

野の

保ほ

、
福
井
庄
、

阿
良
多
野
（
新
野
）
庄
が
存
在
し
た
。
成
立
、
廃

止
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　

上
記
の
庄
園
以
外
に
太
龍
寺
領
が
あ
っ
た
。
建

治
二
（
一
二
七
六
）
年
、
那
賀
山
庄
地
頭
職
を
阿

波
国
守
護
小
笠
原
氏
と
太
龍
寺
が
庄
域
を
分
け
て

補
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
那な

西さ
い

郡
吉
井
加
毛
（
加
茂
）
内
一
畝
分

の
土
地
を
め
ぐ
っ
て
太
龍
寺
と
阿
波
入
道
（
小
笠

原
氏
）
が
争
い
、
後
深
草
上
皇
の
仲
裁
に
よ
っ
て

阿
波
入
道
に
は
替
地
を
与
え
吉
井
村
の
一
畝
の
土

地
は
太
龍
寺
の
領
有
と
し
た
。

　

太
龍
寺
文
書
「
太
瀧マ

マ

寺
所
領

畠
荒
野

事
」
に
よ
る
と
畠
は
荒
地
で
あ
っ
て
お
そ
ら
く
耕

作
不
能
地
と
思
わ
れ
る
。「
在
那
西
郡
吉
井
加

毛
」
以
下
の
四
文
字
は
読
め
な
い
。
お
そ
ら
く
加

茂
谷
の
地
名
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
づ
い
て
寺
領
の
四し

至し

（
範
囲
）
を
示
し
て
い

る
。

　
　

限
東
柑
子
谷

　
　

限
西
□
食
山

四
至

限
南
寺
山
岸
国
坂
□　
　

宮
谷
津
□
峯

と
判
読
不
明
の
字
が
あ
る
た
め
地
名
は
特
定
で
き

な
い
。
西
限
は
お
そ
ら
く
「
和
食
山
」
だ
ろ
う
が
、

断
定
は
で
き
な
い
。
太
龍
寺
が
こ
の
地
域
を
庄
園

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
72

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
科
学
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
覧
さ
れ
た
方
に
は
、
も
れ

な
く
「
金
環
日
食
観
察
カ
ー
ド
（
５
月
21
日
）」

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

日
時　
３
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

内
容　

▼
お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
１
日
３
回
）

　

・
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ

　

・
紙
を
高
く
舞
い
上
が
ら
せ
よ
う

　

・
ミ
ニ
ア
ン
プ
で
実
験
し
よ
う　

な
ど

▼
科
学
の
広
場
（
１
日
２
回
）

　

・
空
気
で
遊
ぼ
う

　

・
浮ふ

沈ち
ん

子し

を
作
っ
て
遊
ぼ
う

　

・
化
石
を
取
り
出
そ
う　

な
ど

▼
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
１
日
２
回
）

　
「
今
夜
の
星
と
徳
島
で
見
え
る
金
環
日
食
」

▼
太
陽
の
表
面
を
観
察
し
よ
う
（
随
時
）

※
各
催
し
の
開
始
時
間
や
内
容
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

科
学
の
広
場（
無
料
）

　

子
ど
も
向
け
の
催
し
で
、
簡
単
な
工
作
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
10
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

３
月
の
実
施
日
と
テ
ー
マ

20
日
㈷　

楽
し
い
万
華
鏡
を
作
ろ
う

24
日
㈯　

ス
ト
ロ
ー
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
作
ろ
う

25
日
㈰　

水
に
入
れ
る
と
か
わ
る
カ
ー
ド

27
日
㈫　

ジ
ャ
ン
プ
ガ
エ
ル
を
作
ろ
う

28
日
㈬　

紙
皿
で
フ
リ
ス
ビ
ー
を
作
ろ
う

29
日
㈭　

紫
外
線
ビ
ー
ズ
チ
ャ
ッ
カ
ー
を
作
ろ
う

30
日
㈮　

プ
ラ
バ
ン
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う

31
日
㈯　

カ
レ
ー
粉
で
変
色
マ
ジ
ッ
ク

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

（
無
料
・
予
約
不
要
）

実
施
日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
春
休
み

中
の
平
日　

午
前
10
時
、
午
後
１
時
、
３
時
30
分

よ
り
投
映
（
投
映
時
間
各
回
15
分
程
度
）

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

３
月
の
休
館
日

５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、
26
日
㈪

坂野新庄立
江
庄櫛

渕
庄
竹
原
庄那

賀
山
庄 福

井
庄

平島庄

牛牧庄
大野庄

阿良多野庄

桑野保
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450

市
民
文
芸

　
　
　

手
塚　

真
帆

初
雀
来
て
は
と
び
た
つ
石
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
ミ
サ
ヲ

初
句
会
八
十
路
の
箍た

が

を
締
め
直
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原　

陽
子

書
き
初
め
は
必
ず
勝
つ
と
書
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

裕
子

縫
初
は
ガ
ー
ゼ
二
重
の
よ
だ
れ
か
け　

吉
田　

當
代

枯
芝
に
宿
り
て
青
む
も
の
目
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
川　

延
子

春
を
待
つ
心
い
ち
ず
や
山
暮

　

田
村　

清
朔

新
船
の
名
は
妻
の
名
よ
漁
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

耕
風

鈴
の
鳴
る
福
笹
持
た
せ
肩
ぐ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

匡
恵

一
羽
来
て
二
羽
来
て
ど
っ
と
初
雀

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

鈴
木
レ
イ
子

大
空
を
蹴
り
上
げ
て
い
る
逆
上
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

脇
役
で
土
の
匂
い
も
知
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

真
っ
青
な
空
が
あ
る
か
ら
救
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

診
察
待
ち
退
屈
し
な
い
話
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

歩
調
合
う
君
だ
か
ら
来
た
夜
の
デ
ー
ト

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　
　

…

入
谷
五
十
鈴

止
ま
る
た
び
四
枚
の
羽
を
一
枚
に
と
じ
る
お
羽
黒
蜻

蛉
幽か

そ

け
し

入
選　
　
　
　
　
　
　

…

常
松　

英
江

西
空
に
入
道
雲
の
並
び
立
ち
帰
路
急せ

く
我
を
威
嚇
す

る
な
り

入
選　
　
　
　
　
　
　

…

湯
浅　

久
枝

頑か
た
くな

に
生
き
い
る
吾
を
見
下
ろ
し
て
雲
は
自
在
に
か

た
ち
変
え
ゆ
く

入
選　
　
　
　
　
　
　

…

榎
本　

薫
子

軒
下
の
蔦
の
落
葉
を
掃
く
日
課
人
の
気
配
の
な
き
早

朝
に

入
選　
　
　
　
　
　
　

…

吉
形　

和
恵

花
色
を
好
み
し
母
も
杳

は
る
か

な
り
肌
に
や
さ
し
き
花
色
も

め
ん

入
選　
　
　
　
　
　
　

…

島
尾　
　

妙

雨
の
駅
独
り
居
て
見
る
雨
脚
と
同
じ
速
さ
で
降
る
蝉

時
雨

入
選　
　
　
　
　
　
　

…

真
田
美
代
志

亡
夫
の
香
の
微か

す

か
に
残
る
ポ
ッ
ケ
か
ら
百
円
玉
が
ポ

ロ
リ
と
ふ
た
つ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

…

平
野　

貞
子

こ
の
上
の
欲
は
御
法
度
初
燈

　

私
の
故
郷
は
広
島
県
の
鞆
の
浦
。
坂

本
龍
馬
も
立
ち
寄
っ
た
と
言
わ
れ
る
潮

待
ち
の
港
町
だ
。
映
画
「
崖
の
上
の
ポ

ニ
ョ
」
の
舞
台
と
し
て
も
有
名
に
な
り
、

週
末
は
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
路

地
を
走
り
回

る
好
奇
心
旺

盛
な
幼
少
期
、

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
夢
中
だ

っ
た
学
生
時

代
を
経
て
、

尊
敬
す
る
祖

父
の
影
響
か
ら
教
師
の
道
に
進
ん
だ
。

今
で
も
故
郷
は
、
懐
か
し
い
思
い
出
や

家
族
の
温
も
り
、
愛
情
が
溢
れ
て
い
る

大
切
な
場
所
だ
。

　

19
年
前
の
春
、
担
任
し
た
６
年
生
が

卒
業
す
る
と
同
時
に
結
婚
退
職
を
決
め
、

徳
島
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
念
願
の

教
師
に
な
り
、
は
り
き
る
姿
を
見
て
い

た
周
り
の
誰
も
が
驚
く
ほ
ど
の
潔
さ
!?

そ
し
て
、
私
の
新
た
な
人
生
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
娘
た
ち
を
授
か
り
、
家
族
が
増
え

る
喜
び
を
味
わ
っ
た
。
幅
広
い
人
脈
の
中

で
の
出
会
い
に
魅
か
れ
、
も
の
の
見
方
や

考
え
方
を
学
ん
だ
。
見
知
ら
ぬ
土
地
を
訪

れ
て
は
、
体
験
欲
を
満
た
し
た
。
い
つ
も

協
力
し
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
は
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

４
年
前
の
春
、
再
び
教

職
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。

目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
う
日
々
は
と
て
も

楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間

に
４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
る
。
誰
と
出
会
う
か
、

何
と
出
会
う
か
で
人
生
は

変
化
す
る
ら
し
い
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の

４
年
間
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

今
年
も
、
春
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
し
た
い
。

　　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
千
田
弥
生
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

幾
つ
も
の
春

那賀川町
笠谷 由香里さん

広報 16



巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
3月1日 ㈭ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 13日 ㈫ 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：10

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 橘 団 地 前 14：30〜15：00
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 14日 ㈬ 上 中 分 館 前 14：15〜14：45

2日 ㈮ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 15日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
新 野 駅 前 14：30〜15：00 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

6日 ㈫ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 16日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 21日 ㈬ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

9日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00〜14：40 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
山 口 分 館 前 14：50〜15：20 22日 ㈭ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

13日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 
阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南市立図書館だより
３ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休 ☆

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆阿波公方の苑美化作業）

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）14:00〜15:00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）10:30〜11:00

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）11:00〜
◎中学生によるピアノ演奏
　毎週土曜日　10:00〜（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　３月10日㈯　8:30〜10:00
　※雨天の場合は18日㈰に延期します。

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）14:00〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

　「阿南・那賀・美波定住自立圏共生ビジョン」の取組の一貫と
して、４月から１市２町の図書館の相互利用が始まります。木頭
および日和佐図書館で本を借りたい方は、それぞれの図書館で登
録のうえ、ご利用ください。
　なお、本の返却はそれぞれの図書館にお願いします。
【那賀町】　
木頭図書館

（☎ 0884−68−2226）　　　　
開館　月〜土曜日 9:30〜18:00
場所　木頭和無田字マツギ 40

【美波町】　
日和佐図書・資料館

（☎ 0884−77−2733）
開館　火〜日曜日 10:00〜18:00
　　　※土・日は17:00 まで
場所　奥河内字弁才天 5-1

※休館日などくわしくは、各図書館のホームページをご覧いただ
くか、直接お問い合わせください。

阿南市・那賀町・美波町の
図書館の相互利用が始まります

４月
スタート

太竜寺山

●
那
賀
町
役
場

上
那
賀
支
所
●

相生庁舎●●木沢
　支所

●

木頭中学校
　　●

木頭　　
図書館   

●

●駐在所

●町役場
　木頭支所

● 郵便局

JA●

日和佐図書
・資料館
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阿
南
警
察
署
だ
よ
り

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

　

３
月
、
４
月
は
、
卒
業
や
入
学
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き

く
生
活
環
境
が
変
化
す
る
時
期
で
す
。

そ
れ
ら
の
変
化
に
伴
い
、
子
ど
も
が

非
行
に
走
っ
た
り
、
ま
た
福
祉
犯
な

ど
の
犯
罪
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

非
行
や
犯
罪
被
害
を
防
止
す
る
た

め
に
、
家
庭
を
は
じ
め
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
、
子
ど
も
に
関
心
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

198件（198）
0人（  0）

24人（ 24）

救 急 件 数
搬送人員

295件（295）
281人（281）

火 災 件 数
損 害 額

2件（  2）
0千円（0千円）

●阿南署管内平成24年１月分合計　(　)内は1月からの累計

プ ロ グ ラ ム 名 対　　　象 開　設　日　時 場　　　所 活動費（月額）

ス
ク
ー
ル
タ
イ
プ
（
専
門
の
指
導
者
の
指
導)

ヨ ー ガ 体 操 どなたでも
毎週土曜日

15:00〜17:00
那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

2,000円

健 康 エ ク サ サ イ ズ どなたでも
毎週月曜日

10:30〜12:00
那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

2,000円

空 手 道
小学１年生
〜一般男女

毎週木曜日
19:30〜21:00

那賀川公民館平島分館 2,000円

ソ フ ト エ ア ロ ビ ク ス 一般男女
月曜日

20:00〜21:00
那賀川公民館平島分館

６カ月
10,000円

ＨＡＴＨＡ ( ハタ）ヨガ 一般男女
月曜日

18:30〜19:45
那賀川公民館平島分館

６カ月
10,000円

ハワイアンダンス（フラ） どなたでも
毎月第１・第３土曜日

13:30〜14:30
那賀川スポーツセンター
第１会議室

1,000円

太 極 拳 どなたでも
毎月第１・第３火曜日

10:00〜11:00
那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

1,000円

サ
ー
ク
ル
タ
イ
プ

（
自
由
に
仲
間
と
活
動
）

バ ド ミ ン ト ン どなたでも
毎週金曜日

20:00〜21:50
那賀川スポーツセンター
メインアリーナ

500円

ジュニアバドミントン 小学生男女
毎週金曜日

20:00〜21:00
那賀川スポーツセンター
メインアリーナ

500円

卓 球 どなたでも

Ａコース　毎週火曜日
19:00〜21:50

Ｂコース　毎週土曜日
18:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

500円

ソ フ ト バ レ ー 一般男女
毎週月曜日（予約状況によ
り火曜日になる場合があ
る）20:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
メインまたはサブアリーナ

500円

申込み・問い合わせは
那賀川スポーツセンター（☎42−0390）へ
※午前10時〜午後５時　水曜日は休館日
（水曜日が祝日の場合は翌日が休み）

■入会金 （円）
区　　　分 １歳以上 小・中学生 高校生 大　人 65歳以上

新
規

個　　　人 1,300 2,300 3,850 4,350 3,500

グループ・
ファミリー 800 1,800 3,350 3,850 3,000

継　　　続 800 1,300 2,850 3,350 2,500

※スポーツ安全保険料（中学生以下800円、高校生・大人1,850円、65歳
以上1,000円）が含まれています。

総合型地域スポーツクラブ　−Ｒｅｘ	な	か	が	わ−
平成24年度 会員募集のご案内

活動期間　４月１日〜平成25年３月31日
申込期間　３月８日㈭から随時受付
申込方法　申込用紙（那賀川スポーツセンター備え付け）にてお申し込みください。

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か

る
イ
ベ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
等
も
年
間
数
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
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催
し第

13
回
富
岡
西
高
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

日
時　
３
月
26
日
㈪　

午
後
６
時
30

分
開
演
（
開
場
：
６
時
）

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

内
容　
▼
喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
▼
「
江
〜
姫
た
ち
の
戦

国
」
テ
ー
マ
音
楽
▼
富
西
メ
ド
レ
ー

な
ど

入
場
料　
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
富
岡
西
高
校
（
☎

22

−

０
０
４
１
）
へ

催
し

県
南
地
域
の

「
成
年
後
見
制
度
」公
開
講
演
会

　

安
心
の
備
え
、
で
き
て
い
ま
す
か
。

尊
厳
あ
る
生
き
方
を
支
え
る
安
心
・

安
全
の
制
度
で
あ
る
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
の
無
料
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
講
演
後
に
は
無
料
相
談
会
も
開

催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
３
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
（
開
場
：
１
時
）

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）　

講
師　
鳴
門
公
証
役
場
公
証
人　

大

唐
正
秀
さ
ん
（
阿
南
市
出
身
）

問
い
合
わ
せ
は　
行
政
書
士
花
野
事

務
所
（
☎
26

−

１
１
５
７
）
へ

催
し淡

島
祭

日
時　
３
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時

市民の情報ひろば

場
所　
淡
島
学
園
内
（
西
路
見
町
）

催
し
物　
▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
人

形
浄
瑠
璃
（
10
時
〜
）
▼
抽
選
会

（
11
時
30
分
〜
）
▼
不
用
品
バ
ザ
ー

（
午
後
１
時
〜
）

即
売
会　
手
芸
品
・
野
菜
・
果
物
・

練
り
物
・
干
物
・
そ
の
他
協
力
商
店

よ
り
の
協
賛
品

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー　
輪
投
げ

食
事
コ
ー
ナ
ー　
気
軽
に
食
べ
て
い

た
だ
け
る
も
の
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
淡
島
学
園
（
☎
22

−

０
３
７
９
）
へ

催
し高

校
生
た
ち
に
よ
る

邦
楽
発
表
会

　

阿
南
工
業
高
校
音
楽
部
は
三
味
線

演
奏
に
、
ま
た
富
岡
西
高
校
と
富
岡

東
高
校
羽
ノ
浦
校
箏
曲
部
は
箏
演
奏

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
１
年
間
の
ま

と
め
と
し
て
合
同
発
表
を
行
い
ま
す
。

３
校
の
高
校
生
た
ち
が
一
生
懸
命
演

奏
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時　
３
月
25
日
㈰　

午
後
２
時
開

演
（
開
場
：
１
時
30
分
）

場
所　
富
岡
公
民
館

※
入
場
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
工
業
高
校
音

楽
部　

大
羽（
☎
22

−

１
４
０
８
）へ

催
し

阿
波
南
部
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

月
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　
３
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
東
部
自
然
公
園
（
才
見
町
）

対
象　
小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
で
可
）

内
容　
自
然
の
大
好
き
大
事
さ
が
し

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
で
き
る
服

装
、
帽
子
、
水
筒

参
加
費　
無
料
（
た
だ
し
、
保
険
料

１
０
０
円
が
別
途
必
要
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
南
部
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

松
田
（
☎
０
８

０

−

５
６
６
５

−

１
５
６
７
）
へ

相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

許
認
可
手
続
き
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
17
日
㈯　

午
前
９
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
行
政
に
係
る
許
認
可
手
続
き

（
農
地
転
用
、
建
設
業
関
係
、
開
発

許
可
、
自
動
車
運
送
関
係
等
）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
行
政
書
士

会
徳
島
南
部
支
部
（
☎
42

−

３
１
７

３
）
へ

相
談若

年
無
業
者
移
動
相
談
室

　

職
業
訓
練
も
通
学
も
し
て
い
な
い

若
年
無
業
者
の
就
職
面
な
ど
の
悩
み

に
関
す
る
出
張
相
談
室
（
予
約
制
）

を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
３
月
15
日
㈭……

午
後
１
時
〜

５
時

場
所　
文
化
会
館
１
階　

工
芸
室

相
談
員　
徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
ス
タ
ッ
フ

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
８
８

−

６
０
２

−

０
５
５
３
）
へ

市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
へ
の
掲
載

　

広
報
あ
な
ん
５
月
号
掲
載
の
原

稿
締
切
日
は
、
３
月
30
日
㈮
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
秘
書
広
報
課
へ

催
し

歩
い
て
学
ぶ
健
康
教
室
の
開
催

　

阿
南
共
栄
病
院
で
は
「
第
16
回
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
春
の
息
吹
を
感
じ
な

が
ら
運
動
と
健
康
に
つ
い
て
学
び
ま

せ
ん
か
。

日
時　
４
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時
（
少
雨
決
行
）

集
合
場
所　
阿
南
共
栄
病
院
玄
関

募
集
人
数　
30
人
（
申
込
順
）

参
加
費　
１
人
２
０
０
円
（
お
弁
当

代
は
除
く
）

※
お
弁
当
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、

申
し
込
み
の
際
に
必
要
数
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
１
食
５
０
０
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
の
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
を
８
０
０

円
で
ご
用
意
し
ま
す
。

内
容　
▼
午
前
10
時
〜
受
付（
血
圧
・

血
糖
・
体
脂
肪
を
測
定
）
▼
10
時
30

分
〜
開
会
式
、
野
外
勉
強
会
▼
11
時

30
分
〜
昼
食
▼
午
後
０
時
30
分
〜
２

時
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
阿
南
共
栄
病

院
周
辺
の
散
策
）

持
っ
て
く
る
も
の　
昼
食
（
注
文
も

受
け
付
け
ま
す
）、
動
き
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
常

備
薬
等

申
込
締
切
日　
３
月
23
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
共

栄
病
院
看
護
部（
☎
44

−

３
１
３
１
）

へ
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相
談法

テ
ラ
ス
徳
島
の

情
報
提
供・無
料
法
律
相
談

■
情
報
提
供
（
予
約
優
先
制
）

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
々

に
、
法
制
度
に
関
す
る
情
報
と
、
相

談
機
関
・
団
体
等
相
談
窓
口
に
関
す

る
情
報
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

日
時　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
※
面
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
無
料
法
律
相
談　

　

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
が
法
的

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
時
に
、
無
料
で

法
律
相
談
を
行
い
、
必
要
な
場
合
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
の
費
用
の
立
て

替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し

資
力
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
）

日
時　
▼
弁
護
士
相
談
は
月
〜
金
曜

日
▼
司
法
書
士
相
談
は
月
曜
日

場
所　
法
テ
ラ
ス
徳
島
（
徳
島
市
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
法
テ
ラ

ス
徳
島
（
☎
０
５
０

−

３
３
８
３

−

５
５
７
５)

へ

相
談借

金
な
ん
で
も
相
談

　

四
国
財
務
局
で
は
、
安
心
し
て
相

談
で
き
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や

司
法
書
士
な
ど
法
律
専
門
家
に
引
継

ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
悩
ま
ず
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法　
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

受
付
時
間　
平
日　

午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時

問
い
合
わ
せ
は　
四
国
財
務
局　

財

務
広
報
相
談
官　

多
重
債
務
相
談
員

（
☎
０
８
７

−

８
３
１

−

２
１
５
５
）
へ

募
集児

童
合
唱
団

「
Ａ
Ｗ
Ａ
キ
ッ
ズ
」団
員
募
集

　

歌
の
力
で
自
己
表
現
し
よ
う
！

阿
南
市
合
唱
祭
で
い
っ
し
ょ
に
歌
っ

て
く
れ
る
幼
児
〜
高
校
生
の
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

練
習
日　
３
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯
・

４
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

21
世
紀
室

会
費　
１
０
０
０
円
（
月
額
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
Ａ
Ｗ
Ａ

キ
ッ
ズ
事
務
局　

高
瀬
（
☎
23

−
１

８
４
５
）
へ

募
集県

立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

平
成
24
年
４
月
入
校
訓
練
生

募
集
校　
西
部
校
（
つ
る
ぎ
町
）

募
集
訓
練
科　
設
備
施
工
科

定
員　
15
人

訓
練
期
間　
６
カ
月

申
込
期
間　
３
月
５
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
立
西
部
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０
８
８
３

−

62

−

３
０
６
７
）
へ

募集

平成24年度
県南軟式野球大会出場チーム募集
年間予定　

３月　春期大会（全国リーグ大会へ）
６月　ナカちゃん杯（ホームランで景品をゲット）
８月　夏期大会（場内アナウンスあり）
10月　京セラドーム予選大会

（優勝してドームへ行こう）
12月　チャリティー大会

（アグリあなんスタジアムで市町村へ車椅子
を寄付）

年間登録費　15,000円（大会参加費は別途必要）
※３月２日㈮までに登録または新規参加チームを紹
介すると、年間登録料が5,000円引きになります。

問い合わせは　県南軟式野球競技会
　　　　　　　川田（☎090−7572−9220）へ

4 4 4 4 4 4 4 4 4 　自衛官を募集します 　 4 4 4 4 4 4 4 4 4

募集種目 受験資格 将来の展望 受　付　期　間 試　験　日

自衛隊幹部候補生
20歳以上26歳
未満の者

幹部候補生として約１年
間の教育を受けた後、３
等陸・海・空尉に昇任し
幹部自衛官となります。

４月27日㈮ まで　
第１次試験
５月12日㈯
　　13日㈰

予備自衛官補
（一般）

18歳以上34歳
未満の者

3年以内に、50日の教
育訓練を受け、修了した
者は、修了の翌日に陸上
予備自衛官として任用さ
れます。

第１回
４月４日㈬まで

第2回
７月17日㈫ 〜10月１日㈪

第１回第１次試験
４月13日㈮〜16日㈪

第２回第１次試験
10月12日㈮〜15日㈪

予備自衛官補
（技能）

18歳以上53歳
〜55歳 未 満 の
者（条件により
異なります。）

２年以内に、10日の教
育訓練を受け、修了した
者は、修了の翌日に陸上
予備自衛官として任用さ
れます。

第１回
４月４日㈬まで
第2回
７月17日㈫〜10月１日㈪

第１回第１次試験
4月13日㈮〜16日㈪

第２回第１次試験
10月12日㈮〜15日㈪

※待遇など、くわしくはお問い合わせください。　問い合わせは　自衛隊阿南地域事務所（☎22−6981）へ
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で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
受
付
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

※
勤
務
条
件
等
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
ト
ー
ク

　

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
交
流
の

場
で
す
。
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

対
象　
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
（
計

測
は
１
歳
半
ま
で
）

内
容　
▼
身
体
計
測
（
受
付
開
始
か

ら
30
分
間
実
施
）
▼
「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
」（
受
付
開
始
30
分
後
か
ら
）

▼
育
児
相
談

３月

受
付
時
間

場　
　
　
所

６日㈫
10：00
〜
11：00
ひ
ま
わ
り
会
館

13：30
〜
14：30
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

12日㈪
10：00
〜
11：00
羽
ノ
浦
公
民
館

13：30
〜
14：30
橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

１
日
㈭　

ひ
な
ま
つ
り

２
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
会

子育てひろば放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童

保
育
）の
登
録
指
導
員
を
募
集

　

放
課
後
、
保
護
者
が
家
に
い
な
い

児
童
を
集
団
で
預
か
る
児
童
ク
ラ
ブ

の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
保
育
士
や
教
諭
な
ど
の
資
格
を
お

持
ち
の
方
ま
た
は
取
得
予
定
の
方

・
書
道
、
華
道
、
茶
道
な
ど
子
ど
も

た
ち
に
指
導
で
き
る
技
能
が
あ
る
方

・
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
の
パ
ソ
コ

ン
に
関
す
る
技
能
が
あ
る
方

業
務
内
容

・
遊
び
や
宿
題
等
の
指
導

・
運
営
に
関
す
る
事
務
等
手
伝
い

・
清
掃
等
の
施
設
の
維
持
管
理

応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
こ
ど
も
課
ま

５
日
㈪　

英
語
で
遊
ぼ
う

12
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

14
日
㈬　

巣
立
ち
の
会

15
日
㈭　

お
誕
生
会

19
日
㈪　

発
育
計
測

23
日
㈮　

お
話
こ
ろ
り
ん

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

−

38

−

１
１
６
３
）
へ

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
３
月
は
29
日
㈭
ま

で
開
所
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

２
日
㈮　

人
形
劇…

午
前
10
時
20
分

　
　
　
　

劇
団
：
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ

９
日
㈮　

お
話
を
聞
こ
う

12
日
㈪　

作
っ
て
遊
ぼ
う

　
　
　
　

講
師
：
釜
内
哲
子
さ
ん

16
日
㈮　

お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

23
日
㈮　

お
楽
し
み
会

27
日
㈫　

お
誕
生
会

募
集真

向
法
体
操
教
室

　

健
康
は
正
し
い
姿
勢
か
ら
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
真
向
法
（
ま
っ
こ
う

ほ
う
）
は
正
し
い
姿
勢
を
作
る
健
康

体
操
で
す
。
足
腰
を
中
心
に
ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
腰
痛

や
肩
こ
り
を
予
防
し
ま
す
。

日
時　
第
２
火
曜
日
：
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
・
午
後
６
時
〜
７
時
、

第
２
水
曜
日
：
午
後
７
時
〜
８
時
、

毎
週
土
曜
日
：
午
前
９
時
30
分
〜
11

時場
所　
富
岡
公
民
館
、
土
曜
日
は
富

岡
老
人
憩
い
の
家
（
憩
教
室
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
真
向
会
会
長

石
澤
（
☎
23

−

３
３
１
０
）・
憩
教

室
は
西
田
（
☎
０
９
０

−

６
２
８
９

−

３
０
３
１
）
へ

募
集楽

し
い
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

　

や
さ
し
い
初
歩
の
英
会
話
を
、
み

ん
な
で
楽
し
く
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

見
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
講
日
時　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

受
講
料　
年
間
約
１
万
４
千
円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
楽
し
い

英
会
話
教
室　

松
田
（
☎
27

−

０
６

７
３
）
へ

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
６
日
㈫

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

６
日
㈫　

子
育
て
講
演
会
・
う
た
遊
び

講
師
：
野
本
ふ
く
み
さ
ん

　
　
　

西
條
美
恵
さ
ん

13
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

27
日
㈫　

お
誕
生
会

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

２
日
㈮　

ひ
な
ま
つ
り
会

６
日
㈫　

楽
し
く
遊
ぼ
う

13
日
㈫　

お
話
だ
い
す
き

27
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

６
日
㈫　

お
別
れ
遠
足

13
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

27
日
㈫　

お
誕
生
会
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

９
日
㈮　

新
野
公
民
館

14
日
㈬　

桑
野
公
民
館

21
日
㈬　

長
生
公
民
館

23
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

28
日
㈬　

福
井
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
２
日
㈮
・
６
日
㈫
・
７

日
㈬
・
13
日
㈫
・
16
日
㈮
・
27
日
㈫
・

30
日
㈮
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

　子どもに正しい行動を身につけさせよ

うと思ったら、まず親が身をもって示す

ことが大切です。

　子どもは親のした通りのことをするの

で、子どもにしてほしいと思うことを、

普段から子どもの前でしていく、逆にし

てほしくないことは親がしないようにす

ることが大切です。

   親が子どもをたたいていては、子ども

は、「相手が悪いときは、たたいてもい

いんだ」と思ってしまいます。

　子どもは大人のよい行動も悪い行動も、

そのまままねていきます。

　よい子に育てようと思ったら、親がま

ずよい行いをしていきましょう。

学校教育課　

− 子どもは親の鏡です −

子育て一言メモ

親
子
教
室「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

教
室　
右
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
②

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子

様
（
１
〜
５
歳
児
）
と
保
護
者

日
時　
３
月
21
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

健
康
ル
ー
ム

内
容　
カ
ー
ド
や
パ
ズ
ル
を
使
っ
て

楽
し
く
学
び
な
が
ら
右
脳
を
鍛
え
る

定
員　
15
組
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
３
月
13
日
㈫
〜
19
日
㈪

の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
教
材
費
必
要
。
託
児
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
23

−

２

６
３
０
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

日
時　
3
月
６
日
㈫
・
22
日
㈭　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

対
象
者　
生
後
３
カ
月
か
ら
生
後
90

カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
子

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

病
児
・
病
後
児
保
育
だ
よ
り

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
の
交

流
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
〜

３
時

場
所　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
３
階　

保

育
室

問
い
合
わ
せ
は　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
児
・
病
後
児
専
用
（
☎
０
８
０

−

１
９
９
８

−

７
４
７
６
）
へ
（
受
付

時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　「阿南・那賀・美波定住自立圏共生ビジョン」の取組の一貫
として、４月から子育て支援施設の広域利用が始まります。
　阿南市・那賀町・美波町に住民票を有する未就園児の方は、
住所地以外の子育て支援施設を利用することができます。ご希
望の方は、電話でお問い合わせください。
　なお、利用料は無料です。ただし、教材や飲食費など実費負
担を伴う場合があります。
問い合わせは　こども課（☎22−1593）へ

【那賀町】　
わじき子育て支援センター
（☎0884−64−1220）
開所　月・水・金曜日
　　　10:00 〜 15:00
場所　和食郷字八幡原１

【美波町】　
美波町児童館マーメイド
（☎0884−77−2111）
開所　平日　10:00〜18:00
場所　奥河内字井ノ上 22-3

子育て支援センターの
広域利用が始まります

４月
スタート

　
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど

も
手
当
を
受
け
取
る
た
め
の
申
請

期
限
は
、
平
成
24
年
3
月
30
日
㈮

で
す
。

　

10
月
よ
り
前
に
受
け
取
っ
て
い

た
方
も
含
め
、
対
象
の
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
方
す
べ
て
申
請
が
必

要
で
す
。

　
期
限
ま
で
に
申
請
を
行
わ
な
か

っ
た
場
合
は
、
手
当
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

−

１
６
７
７
）
へ

昨
年
10
月
か
ら
の

「
子
ど
も
手
当
」の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

◎
わじき子育て支援センター

美波町児童館
マーメード

◎

広報 22



　この度、県広報紙コンクールで身に余る賞を
いただくことができたことは、ひとえに、市民
の皆様のご協力の賜物です。今後ともご支援ご
協力をお願いします。

　さて、2011年６月号から連載してきました「被災地からの
メッセージ」は、今回で最後となりました。締めくくりは「そ
なえよつねに」。皆さんの１週間の生活を振り返ってみてくだ
さい。例えば、平日９時〜18時まで仕事をして、それ以外は
家に居る生活（就寝22時〜翌６時）で考えてみると、その割
合は仕事中が約27％、睡眠中が約33％、それ以外が約40％と
なります。仕事をしていない割合は実に７割を超え、職場にお
ける危機管理意識だけでは不十分だということがわかります。
東日本大震災からもうすぐ１年。忘れないでください。多くの
尊い命と引換えに残された教訓を…。（山田）

編集室の

窓

３月の休日・夜間診療

●休日昼間午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
  ４ 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313

 11 是松医院 津乃峰町  ☎27−0316

 18 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町  ☎44−1010

 20 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313

 25 殿谷整形外科医院 津乃峰町  ☎27−3334

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。

（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診

できます。

３月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

　市税の納め忘れはありませんか。今一度、確認をお願いしま

す。平成24年度から市税の口座振替をされる場合は、固定資

産税、軽自動車税は３月15日㈭まで、市県民税、国民健康保険

税は５月15日㈫までに金融機関へお申し込みください。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課・税務課）
３月25日㈰　8:30〜17:00

３月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間

所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約） １日㈭

時 　13:30〜16:30　 
所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116
※４月の予約は３月１日㈭から受付。

行政相談　　　　　 13日㈫・27日㈫

時 　9:30〜11:30

所 　市役所１階　市民相談室

問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　 23日㈮

時 　14:00〜16:00　　 所 　ひまわり会館

問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30　　  所 　消費生活センター

問 　消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 　　　　　14日㈬

時 　13:30〜16:00

所 　大野公民館

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談　　　　　　 　９日㈮

時 　13:30〜16:00　　 所 　ひまわり会館１階

問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　6・13・27日　 時 　13:00〜17:00

日 　9・23日　 時 　13:00〜16:00

所 　市民会館２階　相談室

問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　 １日㈭

時 　9:00〜15:30　　　 所 　市商工業振興センター

問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※４月の相談日はありません。相談は１カ月前から電話によ

る完全予約制となっています。

健康相談　　　　　　 　　２日㈮

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約） 　　15日㈭

時 　10:00〜11:00　　 所 　ひまわり会館

問 　保健センター　☎22−1590

子育て家庭教育相談　　　　　　 11日㈰

時 　9:00〜12:00　　 所 　富岡公民館

問 　教育委員会生涯学習課　☎22−3391

心配ごと相談 ５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪

時 　10:00〜15:00

所 　市民会館内社会福祉協議会

問 　社会福祉協議会　☎23−7288

スポーツ施設３月の休館日
サンアリーナ 5・12・19・26日

那賀川スポーツセンター 7・14・21・28日

羽ノ浦総合国民体育館 5・12・19・26日

羽ノ浦健康スポーツランド 5・12・19・26日

人口と世帯数

人口 77,268人（−48）
（男）37,266人（−31）

（女）40,002人（−17）

世帯数 29,510世帯（＋14）

※平成24年１月末日現在
　 (　 )内は前月対比
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寒
さ
が
残
る
２
月
上
旬
。
椿
川
の
河
口
付
近
で
は
、
春
を

迎
え
る
準
備
が
始
ま
る
。
孟も

う

宗そ
う

竹
と
蚊か

帳や

網
で
作
っ
た
「
四

つ
手
網
」
を
川
岸
に
据
え
、
産
卵
の
た
め
に
遡
上
し
て
く
る

ヒ
ウ
オ
（
シ
ロ
ウ
オ
）
を
待
つ
。
四
方
に
小
石
を
投
げ
込
み
、

沈
ま
せ
た
網
の
上
に
魚
を
寄
せ
て
す
く
い
上
げ
る
漁
法
は
、

２
０
０
年
前
と
変
わ
ら
な
い
伝
統
漁
法
。「
簡
単
そ
う
に
見

え
る
が
技
術
が
い
る
ん
よ
」
と
漁
師
は
語
る
。
総
勢
32
人
。

そ
の
顔
ぶ
れ
は
女
性
が
多
い
。

　

桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
始
め
る
頃
、
ヒ
ウ
オ
漁
は
最
盛
期

を
迎
え
る
。
桜
並
木
の
下
に
は
人
だ
か
り
が
で
き
、
水み

な

面も

を

見
つ
め
な
が
ら
春
の
訪
れ
を
楽
し
む
。
こ
ん
な
趣
深
い
光
景

が
見
ら
れ
る
の
は
椿
川
だ
け
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
地
域
の
宝

を
守
り
続
け
て
い
る
の
が
、
椿
ヒ
ウ
オ
協
同
組
合
を
中
心
と

し
た
地
元
の
有
志
。
ヒ
ウ
オ
漁
の
魅
力
と
春
の
珍
味
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
５
年
前
か
ら
は
「
ヒ
ウ
オ
祭
り
」
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
こ
で
振
る
舞
わ
れ
る
ヒ
ウ
オ
料
理
は
、
こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
、
と
っ
て
お
き
。
椿
地
域
の
人
情
と

一
緒
に
味
わ
え
ば
、
き
っ
と
あ
な
た
も
笑
顔
に
。

　

椿
に
、
春
よ
来
い
！

椿
の
春
は
海
か
ら
や
っ
て
来
る

そ
の
時
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
人
が
い
る

椿
川
と
と
も
に
生
き
、
地
域
の
絆
を
育
む
人
々
の

心
は
や
さ
し
く
、
清
ら
か
で
、
華
が
あ
る

会
場　
つ
ば
き
会
館
周
辺

問
い
合
わ
せ
は　
同
実
行
委

員
会　

栄
原
（
☎
０
９
０

−

７
５
７
６

−

６
１
８
６
）
へ

第
５
回
椿
川
ヒ
ウ
オ
祭
り

日
時　
３
月
18
日
㈰　

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

椿
川
ヒ
ウ
オ
祭
り（
椿
町
）

〜
地
域
の
宝
〜

ぶらりまち紀行

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見阿南 第68回


